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東北地方太平洋沖地震に伴う温泉の湯量とラドン観測
Hot springs water and radon observations with the 2011 Tohoku Earthquake
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本報告は、中部地域の 4箇所の温泉で、東北地方太平洋沖地震に伴う湯量とラドン溶存ガスの変動についての観測結
果である。
本研究の目的は、地震予知の観点から湯量及びラドン濃度変動と地殻歪の関係性を明らかにして、地下水と地震の発

生の関係を明らかにすることである。
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